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１章　調査の概要
1 　調査の目的
この調査は、市民の文化芸術に関する意識、ニーズの把握から、現行の「岐阜市文化芸術指針」を継承する「（仮称）岐阜市文化芸術推進基本計画」策定のための基礎資料とすることを目的に行った。
2 　調査方法等
	区　　分
	小中学生調査
	一般調査

	調査対象者
	岐阜市内５校に通う小学５・６年生
及び４校に通う中学１・２年生1,450人
	本市在住の16歳以上の男女
無作為抽出にて3,000人

	調査票の配布・回収
	学校を通じて配布・回収
	郵送配布・郵送回収

	調査期間
	令和２年６月24日～７月21日
	令和２年７月31日～８月31日


3 　回収結果
	区　　分
	配布数
	回収数
	有効回答数
	有効回答率

	小中学生調査
	1,450
	1,394
	1,392
	96.0%

	一般調査
	3,000
	1,402
	1,385
	46.2%


4 　調査項目
	小中学生調査
	〇回答者の属性　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇文化芸術への興味関心
〇鑑賞・取組の状況、今後の参加意向　　　　　　　　〇意見・要望

	一般調査
	〇回答者の属性　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇文化芸術への関心
〇鑑賞・取組の状況、今後の参加意向　　　　　　　　〇文化芸術に関する情報収集
〇岐阜市における文化芸術活動の状況　　　　　　　　〇岐阜市の文化施設
〇子どもが文化芸術に関心を持つための取組　　　　　〇文化芸術指針の認知度
〇岐阜市における文化芸術事業の認知度と参加経験　　〇意見・要望


＜居住地区＞

5 　調査・分析にあたって
(1)　図表中のＮ（Number of Caseの略）は回答者数を示す。
(2)　回答の比率は、その設問の回答者数を基数として算出した。したがって、複数回答の設問については、すべての比率を合計すると100％を超える。
(3)　回答率（％）は、小数点第２位以下を四捨五入した。そのため、回答率の合計が100％にならない場合がある。
(4)　有効回答とした中には、年齢、居住地等の不詳があった。したがって、全体の回答数と属性別の回答数の合計が一致しない場合がある。
(5)　調査にあたり、2019年1月から12月までの１年間の行動を対象とした。ただし、実際の回答は新型コロナウィルス感染拡大防止のための外出禁止等の影響を少なからず受けている。
(6)　分析を行うにあたり、平成28年の調査と比較をした。
＜平成28年調査の概要＞
	区　　分
	一般調査
	小中学生調査

	調査対象者
	本市在住の16歳以上の男女
無作為抽出にて3,000人
	岐阜市内の小学５・６年生
及び中学１～３年生

	調査期間
	平成28年11月１日～11月30日


※「岐阜市文化芸術に関する市民意識調査結果報告書　平成29年２月」参照

＜出典＞ぎふし未来地図
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